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安全に関する重要説明

注: 本製品は、互換性のある UL 規格認定を取得した、 この分類の製品のユーザーインストールを詳述したイン
ストール説明書のある PC での使用のみを目的としています。

インストールを始める前に、説明書をすべてお読みください。  製品のインストールまたは動作の前に、安全およ
びインストールに関するすべての説明をお読みください。
説明書はすべて保管してください。  安全性、インストール、操作に関する説明書は、今後の参考のために保管し
ておいてください。
すべての警告事項に留意してください。  製品および操作説明に関するすべての警告には従ってください。
適切な接地を使用してください。

注意！
電気ショックや火災の危険性から継続的に保護するには、この付属品を ３線式接地プラグ、つまり３番目の

（接地）ピンがある製品にのみインストールしてください。 これは、安全機能です。 ３ピンプラグの接地ピン
を取り外さないでください。

製品をしっかりと取り付けてください。  製品の安全性を確保するネジまたはファスナーは、 製品と PC 本体を適
切につなぎ止めるために、しっかりと留めてください。
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第  1  章

インストール
サポートのために、インストールする前にシリアル番号と部品番号を記録する必要があ
ります。

インストールの概要
カードのインストールは、既存のカードを交換する場合と、初めて PC にグラフィック
ス カードをインストールする場合とで、その手順が若干変わってきます。このセクシ
ョンでは、両方のケースに対するハイレベルな手順について簡単に説明します。

既存のカードを交換する

既存のグラフィックス カードを交換する場合は、以下の手順を実行する必要がありま
す。

1. コンピュータを起動し、古いグラフィックス カードをアンインストールします。

2. コンピュータの電源を切り、古いカードを取り外します。

3. 新しいカードを装着し、モニタを接続します。

4. コンピュータを起動し、新しいドライバとソフトウェアをインストールします。

5. コンピュータを再起動します。

PC に初めてカードをインストールする

PC に初めてグラフィックス カードをインストールする場合は、以下の手順を実行する
必要があります。

1. コンピュータの電源を切り、新しいカードを装着し、モニタを接続します。

2. コンピュータを起動し、新しいドライバとソフトウェアをインストールします。

3. コンピュータを再起動します。

© 2009 Advanced Micro Devices, Inc. ATI Radeon™ HD 5750/5770



シリアル番号と部品番号を記録する
インストールする前にシリアル番号と部品番号を書き留めます。グラフィックス カー
ドに記載されているシリアル番号と 102 で始まる部品番号は、製品の登録と無償サポ
ートに必要です。これらの番号は、カードの裏面のシールに記載されています。

太字で強調されている番号が製品の登録と無償サポートに必要になります。

図 1–1  シリアル番号と部品番号のサンプル

古いドライバをアンインストールする
(Windows® XP)

以下の手順に従って、新しいカードのインストールの準備のために既存のグラフィック
ス カードをアンインストールします。

1. 現在のグラフィックス カードがコンピュータにある状態で、すべてのアプリケー
ションを閉じます。

2. Windows タスク バーで、[スタート] ▷ [コントロール パネル]、次に [プログラム
の追加と削除] をダブルクリックします。

3. 現在のグラフィックス カード ドライバを選択し、次に [追加と削除] をクリック
します。
ウィザードが表示され、現在のディスプレイ ドライバの削除を指示します。

4. ドライバを削除した後、システムの電源を切ります。

注: 以前に装着したグラフィックス カードで追加のソフトウェアをインストール
した場合は、コンピュータを再起動する前にこのソフトウェアも削除しなければ
ならない場合もあります。たとえば、DVD プレーヤやマルチメディア アプリケ
ーションなどをカードとともにインストールした場合は、これらのソフトウェア
を削除します。

2 インストール
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古いドライバをアンインストールする
(Windows Vista®/Windows 7™)

以下の手順に従って、新しいカードのインストールの準備のために既存のグラフィック
ス カードをアンインストールします。

1. 現在のグラフィックス カードがコンピュータにある状態で、すべてのアプリケー
ションを閉じます。

2. クリック[スタート] ▷ [コントロールパネル].

3. [ハードウェアとサウンド] をダブルクリックし、[デバイス マネージャ] をダブル
クリックします。

4. [ディスプレイ アダプタ] を展開し、交換するグラフィックス カードのドライバを
右クリックします。

5. 表示されるショートカットメニューの [アンインストール] をクリックします。
古いグラフィックス カードのドライバがアンインストールされます。

6. システムの電源を切ります。

グラフィックス カードのインストール
1. コンピュータとモニタ、その他の周辺デバイスの電源を切ります。

2. コンピュータの電源コードをコンセントから抜き、コンピュータの背面からケー
ブルをすべてはずします。

注意！
電源コードを抜いてから周辺機器ケーブルを取り外す、またはマザーボードか
らコンポーネントを取り外す前に約 20 秒待機してください。これで、マザー
ボードへの損傷を防ぐことができます。

3. コンピュータ ケースのカバーをはずします。

注:  必要に応じて、カバーを取り外す際にコンピュータのマニュアルを参照しま
す。

注意！
静電気が発生すると、コンピュータの部品が著しく損傷する可能性がありま
す。コンピュータ本体の部品に触る前に、静電気によるダメージを発生させな
いように、電源、またはコンピュータ筐体の金属表面を触り、身体の静電気を
放電してください。

4. 必要があれば、ネジを緩め、コンピュータから既存のグラフィックス カードを取
り外します。

5. 適切なバス スロットを見つけ、必要に応じて金属のバックプレート カバーを取り
外します。内部ケーブルがスロットに触れないようにしてください。

注: お手持ちのカードと一致するバス スロットが見つからない場合、マザーボー
ドと一致する適切なバスを備えるグラフィックス カードが必要です。

PC に初めてカードをインストールする 3
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6. グラフィックス カードをスロットに合わせ、カードが完全に収まるまでしっかり
と押し込みます。

7. カードに補助電源が必要で、電源に直接接続しなければならない場合、電源から
電源コネクタ ケーブルを適切な場所に設置し、補助電源コネクタに接続します。

注: 補助電源が必要なカードをインストールする前に、既存の電源でこの接続が
使用可能であることを確認してください。

ヒント: 電源接続の位置は機種によって異なります。カードの側面、または裏
面のいずれかにあります。

図 1–2  グラフィックス カードの電源接続の位置

1 電源

2 グラフィックス カード

8. グラフィックス カードを背面パネルにしっかりと差し込みます。

9. この場合、内部ケーブルがコンピュータ内の他の部品（たとえば、冷却ファン）
の妨げにならないように注意し、コンピュータ カバーを元に戻します。

10. 取り外したケーブルを再度接続し、コンピュータの電源コードを差し込みます。

11. モニターの電源を入れ、次にコンピュータの電源を入れます。

グラフィックス カードを正しくインストールすれば、コンピュータは正常に起動しま
す。お使いの ATI Radeon HD 5750/5770 グラフィックス カード用のソフトウェアと
ドライバのインストールを実行してください。

ATI Catalyst™ ソフトウェア スイート
（Windows OS） のインストール

ソフトウェアのインストールまたは削除には、管理者の権限を持つか、管理者の権限を
持つユーザとしてログインする必要があります。

4 インストール
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注: オペレーティング システムの言語がサポートされていない場合、インストールの
ダイアログは、英語で表示されます。

ソフトウェアは、グラフィックス カードのすべての機能を利用および操作するために
提供されます。次のソフトウェアを含みます。

• グラフィックス カード ドライバ。
• ATI Catalyst™ Control Center ソフトウェア。
• HydraVision™ ソフトウェア (カスタム インストールに含まれる)。
• SurroundView™ ソフトウェア (カスタム インストールに含まれる)。
• ATI Avivo™ ビデオ コンバータ ソフトウェア (カスタム インストールに含まれ

る)。

1. ソフトウェアとドキュメント CD を挿入します。

注: インストール ウィザードが開始しない場合、CD ドライブに移動し、
ATISETUP.exe をダブルクリックします。

2. 表示されるメニューで、 [ソフトウェアのインストール] をクリックします。

3. 画面の指示に従います。要求されたら、 [高速] または [カスタム] を選択します。
高速インストールを使った場合は、インストールされないソフトウェア コンポー
ネントがあります。カスタム インストールを使うと、インストールするソフトウ
ェア コンポーネントを選択できます。

ヒント: インストーラがドライバをインストールできないか、ソフトウェアのコンフ
リクトがある場合、ati.amd.com/support/driver.html から最新のソフトウェアをダウ
ンロードして、インストールすることができます。

PC に初めてカードをインストールする 5
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第  2  章

ディスプレイの構成
このセクションは、ディスプレイの構成方法について説明し、利用可能なディスプレイ
接続を示します。

ディスプレイを構成する（オプション）
表示設定を変更する場合、またはディスプレイにトラブルがある場合は、以下の操作を
実行してください。

注: ディスプレイに関するトラブルが発生していない場合、調整は必要ありません。

1. デスクトップを右クリックし、表示されるショートカットで [プロパティ] をクリ
ックします。
[画面のプロパティ] ダイアログが表示されます。

2. [設定] タブをクリックし、要件とディスプレイのパフォーマンスに一番合う、画
面の解像度と画面の色を選択します。

3. [詳細] をクリックし、[モニタ] タブを選択します。

4. ドロップダウン リストからリフレッシュ レートを選択します。

注意！
ディスプレイでサポートされないリフレッシュ レートを選択すると、ディス
プレイが損傷する場合があります。必要であれば、ディスプレイのマニュアル
を参照してください。

5. [OK] ボタンをクリックします。
メイン ディスプレイが構成されると、接続されている他のディスプレイも構成で
きます。

6. 他のディスプレイを構成するには、次の手順に従ってください。

a. デスクトップを右クリックし、表示されるショートカットで [プロパティ]
をクリックします。

注: また、ATI Catalyst Control Center を有効にして、複数のモニタを構成
することもできます。

b. マルチモニタの基本構成設定にアクセスするには、[設定] タブをクリックし
ます。
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c. 数字の 2 で識別される [モニタ] アイコンを選択します。

注: グラフィックス カードを使用して複数のモニタを使用する場合、常に
1 台のモニタが プライマリ ディスプレイになり、追加のモニタはセカンダ
リとして示されます。

d. [Windows のデスクトップをこのモニタ上で移動できるようにする] をクリ
ックします。

e. 2 台目のモニタに適切な [画面の解像度] および [画面の色] を設定します。

f. [OK] ボタンをクリックします。

ATI Radeon HD 5750/5770 接続
以下の図には、ATI Radeon HD 5750/5770 お使いのグラフィック カードで利用可能な
ディスプレイ接続が示されています。

注: 実際のベースプレートと図は異なる場合があります。

図 2–1  ATI Radeon HD 5750/5770 ディスプレイ接続

1 DisplayPort™ 接続（DP のみ）ビデオ信号とオーディオ信号を DisplayPort 準
拠のデバイスに送ります。

2 HDMI™ 接続ビデオ信号とオーディオ信号を HDMI 準拠のデバイスに送りま
す。

3 DVI-I デュアル リンク接続ほとんどの HDMI 準拠デバイスと互換性のあるビ
デオデジタル信号と HDMI 出力を送ります。

表示設定
以下の表にグラフィックス カードで使用可能な接続タイプで間接的にサポートされて
いるディスプレイを接続するオプションを記載します。

最高のグラフィック パフォーマンスと品質を確保するため、ディスプレイを接続する
場合は、必ず純正の接続機器（入手できる場合）を使用してください。

注: ここでは、グラフィックス カード付属の DVI-VGA アダプタを使用した表示設定に
ついてのみ、説明します。

8 ディスプレイの構成
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表 2–1  表示設定
表示設定 接続オプション アダプタ

DFP (デジタル フラット パネル) ディス
プレイ

DVI-VGA アダプタ付 DVI-I 接続（図を参照）

CRT（VGA）ディスプレイ DVI-VGA アダプタ付 DVI-I 接続 （上の図を参照）

マルチディスプレイ サポート
様々なディスプレイ接続により、ATI Radeon HD 5750/5770 グラフィックス カードで
マルチディスプレイ機能が可能になります。グラフィックス カードは、次の接続の組
み合わせにより最大 3 台のディスプレイに出力できます：

• DVI-I デュアルリンク接続（2）、DisplayPort 接続（1）
• DVI-I デュアル リンク接続（1)、HDMI 接続（1）、DisplayPort 接続（1）
• DVI-I デュアル リンク接続（1）、VGA 接続（DVI-I デュアル リンク接続、および

DVI-VGA アダプタ経由）（1）、DisplayPort 接続（1）
• VGA 接続（DVI-I デュアル リンク接続、および DVI-VGA アダプタ）（1）、HDMI

接続（1）、DisplayPort 接続（1）

可能な表示設定の組み合わせのリストについては、http://www.amd.com/us/products/
desktop/graphics/ati-radeon-hd-5000/Pages/displayport-support.aspx を参照してくだ
さい。
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第  3  章

ATI CrossFireX™ テクノロジー
注: この機能は、ATI Radeon HD 5750/5770 グラフィックス カードが
ATI CrossFireX 接続を備えている場合のみ有効です。

ATI CrossFireX はじめに
ATI CrossFireX 、マルチ GPU（グラフィック処理ユニット）パフォーマンスのゲーム用
プラットフォームです。一台のコンピュータにインストールされた複数のグラフィッ
ク プロセッサを組み合わせることにより、システム パフォーマンスを向上させ、高性
能なゲーム用プラットフォームを実現します。 ATI CrossFireX セットアップには 2 枚
のグラフィックス カードが含まれており、ほぼ全種類の 3D ゲームやアプリケーション
に対応します。

注: ATI Catalyst Control Center ソフトウェアには、構成の種類ごとに様々な
ATI CrossFireX ユーザー インターフェースが用意されており、有効な ATI CrossFireX
構成が検出されると、自動的にロードされるようになっています。

ATI Catalyst Control Center ソフトウェアで ATI Catalyst™ A.I. が有効になっていると、
アプリケーションに最適なレンダリング モードが自動的に選択されます。

ATI CrossFireX グラフィック カードのインスト
ール

以下に示す手順では、PCIe® グラフィックス カードがセカンダリ スロット（スロット
1）に正しく装着されていること、またプライマリ スロット（スロット 0）が空である
ことを仮定しています。

注: お使いのシステムが適切な電源装置を備えているかどうかを確認するには、システ
ム構築者または OEM に問い合わせてください。

ATI CrossFireX 認証マザーボードと電源の最新のリストについては、ati.amd.com/
products/certification を参照してください。

1. コンピュータ、モニタ、およびその他の周辺装置がオフになっていることを確認
してください。
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2. コンピュータの電源コードを抜き、次にコンピュータの背面パネルからモニタ ケ
ーブルを切断します。

注意！
マザーボードへの損害を防ぐために、電源コードを抜いた後、周辺機器を切断
したり、マザーボードからコンポーネントを取り外す前に、約 20 秒時間をお
いてください。

3. コンピュータ カバーを取り外します。

必要に応じて、カバーを取り外す際にコンピュータのマニュアルを参照します。

注意！
電源装置のケースまたはコンピュータ シャーシの金属面を手で触れる前に、
必ず身体の静電気を逃がすようにしてください。

4. コンピュータから不必要なグラフィックス カードを取り外します。

警告！
グラフィックス カードによっては動作中に熱を持つものもあります。カード
を手で触れる前に、コンピュータの電源を切ってから約 5 分間待つようにして
ください。

5. マザーボードで PCIe スロットを見つけます。必要に応じて、対応する背面パネ
ル カバーも取り外します。

6. 新しいグラフィックス カードを既存のグラフィックス カードの隣のセカンダリ
PCIe スロットに位置合わせし、カードが完全に固定されるまでしっかり押しま
す。

7. 電源装置をカードに接続します。

ヒント: 電源接続の位置は機種によって異なります。カードの側面、または裏
面のいずれかにあります。
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図 3–1  電源ケーブルを接続する

1 電源

2 既存のカード

3 新しいカード

8. ATI CrossFireX インターコネクトの両端からプロテクション タグを取り外し、カ
ードを接続します。

注意！
ATI CrossFireX ブリッジ インターコネクトのコネクタ以外の部分に触れない
でください。フレキシブルケーブルを伸ばしたり引っ張ったりしないようにし
てください。
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図 3–2  ATI CrossFireX ブリッジ インターコネクトのプロテクション タグ

図 3–3  ATI CrossFireX の取り付け

1 ATI CrossFireX グラフィックス カード

2 インターコネクト

9. グラフィックス カードを背面パネルにしっかりと差し込みます。

10. ケーブルが冷却ファンなどコンピュータ内部の部品を妨げないか確認してから、
コンピュータのカバーを取り付けます。

11. 取り外したケーブルを再接続し、コンピュータの電源コードを差し込みます。

12. モニタの電源を入れ、次にコンピュータの電源を入れます。

ATI CrossFireX は、ATI Catalyst Control Center を使用して有効に設定してください。
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ATI CrossFireX を有効にする
ATI CrossFireX 構成が初めて ATI Catalyst ディスプレイ ドライバによって初めて検出さ
れる際に、ATI CrossFireX サポートが通常は自動的に有効になり、ハードウェアの構成
に応じて最適な GPU の組み合わせが選択されます。必要があれば、以下の手順で既存
の ATI CrossFireX 構成を変更できます。

ATI Radeon™ デュアル GPU グラフィックス カードは ATI CrossFireX テクノロジーを
ベースに設計されています。その結果、ATI CrossFireX サポートは常に上記のカードに
対して有効に設定されています。

1. ATI Catalyst Control Center ウィンドウのナビゲーション システムから、以下の
いずれかの操作を行います：

➭ ナビゲーション メニュー —グラフィックメニューで [CrossFireX™] をクリ
ックします。

➭ ナビゲーション ツリー —グラフィック設定タブのツリーから
[CrossFireX™] をクリックします。

2. [設定] をクリックします。

3. [グラフィック アダプタ] リストから、ディスプレイ GPU として動作するグラフ
ィック カードを選択します。

4. [CrossFireX™ を有効にする] を選択します。

注: [次のレンダー GPU の組み合わせから選択してください] ドロップダウン リ
ストには、選択されているディスプレイ GPU をベースにして使用可能なすべて
のレンダー GPU が自動的に表示されています。リストには、ATI CrossFireX に
対して有効にできる GPU のみが表示されます。他の組み合わせはここに表示さ
れず、CrossFire™ ▷ 診断 ページに表示されます。

5. このリストから適切な組み合わせを選択してください。

注: 選択した組み合わせがお使いのシステムに対して最適な選択ではない場合、
その旨を通知するメッセージがページの下部に表示されます。

6. [ 適用 ] をクリックします。

一部の構成では、ATI CrossFireX を有効にすると、構成のカードすべてに対して GPU
高精細物理学が自動的に無効になり、ATI CrossFireX が使用する以外のすべてのディス
プレイも無効になります。
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第  4  章

リファレンス
次のセクションは、トラブルシューティングのヒントおよびサポート センターへのお
問い合わせ、保証、適合情報について説明します。

システム要件

ハードウェア

最小要件は次のとおりです:

• 一つの PCIe ×16 レーン グラフィックス スロットを備えるマザーボード。
• AMD Athlon™ または Intel® Pentium® 4 CPU
• 1 GB RAM。
• CD-ROM または DVD-ROM ドライブ（ソフトウェアのインストール用）。
• 75W 6 ピン PCIe 電源コネクタを 1 個備えた 450W 以上の電源。
• 認証を受けた電源を使用することをおすすめします。認証電源のリストについて

は、 ati.amd.com/certifiedpsu をご覧ください。

ATI CrossFireX 要件

ATI Radeon HD 5750/5770 グラフィックス カードを使用した ATI CrossFireX 構成の
最低要件：

• ATI CrossFireX 認証マザーボード。 ATI CrossFireX 認証マザーボードの最新リス
トについては、 ati.amd.com/products/certification をご覧ください。

• ATI Radeon HD 5750/5770 と互換性のある 2 枚目の ATI CrossFireX グラフィッ
クス カード。

• 追加のボードごとに 1 つの ATI CrossFireX ブリッジ インターコネクト（含まれ
る）。

• 6 ピン PCIe 電源コネクタを 2 個備えた 600W 以上の電源。
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• 認証電源装置の最新のリストについては、ati.amd.com/certifiedpsu をご覧くださ
い。

• 空気循環と冷却の良い認証システム ケースを推奨します。認証ケースのリストに
ついては、ati.amd.com/certifiedcases をご覧ください。

ATI Catalyst Control Center を使用する場合

ATI Catalyst Control Center の概要

The ATI Catalyst Control Center ソフトウェアを使用することにより、ATI Radeon HD
5750/5770 グラフィックスカードのディスプレイ機能にアクセスすることができます。
このソフトウェアを使用して、グラフィック設定をチューニングしたり、接続されてい
るデバイスを有効あるいは無効にしたり、デスクトップの方向を変更したりできます。
機能の多くは、適用前に変更のプレビューを表示します。

次の設定を使用できます。

基本表示
変更を素早く行うためのウィザードを含んだ、簡単な機能のビュー。

詳細表示
グラフィックス カードの機能設定の構成を完了できる強力なインターフェース。

カスタム表示
目的の機能に素早くアクセスできるように、カスタマイズされたビュー。

このソフトウェアの個々の機能についての詳細は、 総合的なインプログラム ヘルプ シ
ステムにアクセスしてください。(ATI Catalyst Control Center ヘルプにアクセスする を
ご参照いただくか、または、http://ati.amd.com/support/ で AMD サポート センター
Web サイトにアクセスしてください)。.

ATI Catalyst Control Center ソフトウェアを起動する

以下の表は、ATI Catalyst Control Center ソフトウェアの起動方法を示します。

表 4–1  ATI Catalyst Control Center アクセス ルート
アクセス ルート 手順

Windows のデ
スクトップ

1. デスクトップの任意の場所を右クリックします。
2. 表示されるショートカット メニューから、[ATI CATALYST(TM) Control Center]をク

リックします。

Windows の [ス
タート] メニュー

1. Windows タスク バーの [スタート] をクリックします。
2. [すべてのプログラム] ▷ [Catalyst Control Center]を選択します。

Windows 通知
領域

1. Windows 通知領域で ATI アイコンを右クリックします。
2. ショート メニューから、ATI Catalyst Control Center を選択します。

デスクトップ シ
ョートカット

ATI Catalyst Control Center を最初にインストールする時、セットアップ ウィザードがデ
スクトップにショートカットを置くオプションが提供されます。このオプションを選択し
た場合、ATI Catalyst Control Center のデスクトップ ショートカットをダブルクリックす
ることができます。
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ATI Catalyst Control Center ヘルプにアクセスする

ATI Catalyst Control Center ヘルプは、ATI Radeon 製品の機能とコンセプトに関する情
報を表示します。ATI Catalyst Control Center ヘルプ機能では、使い方に関する情報に
アクセスしたり、トラブル レポートを生成したり、ソフトウェアのバージョン情報を
表示します。

1. 詳細表示で、ATI Catalyst Control Center を開きます。

2. 次のオプションの 1 つを選択します。

➭ 任意の時点で F1 キーを押して、現在表示されている情報に関するヘルプを
表示します。

➭ ヘルプ コンテンツ全体を表示するには、ヘルプまたはオプション ▷ ヘル
プ メニューからヘルプ コンテンツを選択します。

➭ AMD のウェブサイトにアクセスするには、ヘルプまたはオプション ▷ ヘル
プメニューで ATI.com にアクセスを選択します。

トラブルシューティング

グラフィックス カードの取り付けにおけるトラブルシューティ
ング

トラブルシューティングの詳細については、 ati.amd.com で ATI 製品の AMD サポー
ト センターにご連絡ください。

グラフィックス カードがマザーボードのどのスロットにも合わない。
グラフィックス カードをお使いのマザーボードに合うバスが付いたものに替えてくだ
さい。

コンピュータからビープ音が鳴り、ブート プロセスが停止する。
グラフィックス カードが内部電源装置およびマザーボードに正しく接続されているこ
とを確認してください。

ディスプレイに電源が入らない。
これは SBIOS が原因の可能性があります。古いカードを取り替え、次の対策を試してみ
てください：

1. マザーボード メーカーのウェブサイトで、SBIOS のアップデートをチェックす
る。

2. オンボード ビデオをオフにします。

コンピュータが正しく起動しない。
装着の手順に正しく従ったかどうかを確認してください。

グラフィックス カードが電源装置およびマザーボードに正しく接続されていることを
確認してください。
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Windows オペレーティング システムを使用している場合は、コンピュータをセーフ モ
ードで再起動してください。 セーフ モードの詳細に関しては、 Windows のマニュアル
を参照してください。

システム構成ユーティリティで、割り込み設定を確認します。

コンピュータは起動するが画面に何も表示されない。
モニタがコンピュータおよび電源装置に正しく接続されていることを確認してくださ
い。

DisplayPort アダプタ、受動ドングル、アクティブ ドングルを使用する場合、http://
www.amd.com/us/products/desktop/graphics/ati-radeon-hd-5000/Pages/displayport-
support.aspx で、AMD 認可製品であることを確認してください。

マザーボードにオンボードのグラフィック機能がある場合、それらの機能を無効にする
必要があります。 詳細については、マザーボードのマニュアルを参照してください。

注: 製造元によっては、オンボードのグラフィックスを無効またはセカンダリ ディス
プレイにすることを許可しない場合があります。

Windows Vista が OS になった PC にソフトウェアをインストールする場合、
画面が空白になることがあります。

ソフトウェアはまだインストール中です。 ソフトウェアのインストール完了まで 20 分
から 30 分待ち、コンピュータを再起動します。

トラブルシューティング ATI CrossFireX

以下は一般的な ATI CrossFireX のトラブルシューティングの問題に対する解決策の提案

マザーボード BIOS 設定を変更する
マザーボードの種類によってはシステムの BIOS オプションがあり、対応する PCIe ス
ロットをシングルとデュアルで切り替えることができます。たいていの場合、デフォル
ト設定はシングル スロット対応になっています。対応する PCIe スロットをデュアルに
する方法の詳細については、マザーボードのマニュアルを参照してください。

詳しい情報については、ATI CrossFireX の Web ページ ati.amd.com/crossfire を参照し
てください。

メモリ容量の異なるグラフィックス カードを使用する
一部の ATI CrossFireX 構成では、メモリ容量の異なるグラフィックス カードを使用で
きますが、ATI CrossFireX を有効にした後、コンピュータを再起動する必要がありま
す。これにより、ATI CrossFireX は大部分のメモリが搭載されているカードのメモリ容
量を減らして、もっともメモリ容量の少ないグラフィックス カードのメモリ サイズに
合わせます。

[OK] をクリックすると、メモリ容量不一致を知らせるエラー メッセージが表示され、
コンピュータが再起動します。

注: ATI CrossFireX を無効にすると、コンピュータを再起動して、元のグラフィック
ス カードのメモリ サイズに戻すか、またはメモリ サイズを減らしたまま続けるかを選
択するオプションが表示されます。
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カード反転の勧告
プライマリ グラフィックス カードが 1 番目の PCIe スロットに差し込まれていない場
合、グラフィックス カードの位置を反転させるよう勧告メッセージが表示されること
があります。その場合でも ATI CrossFireX は有効になりますが、コンピュータのグラフ
ィックス カードを反転させればパフォーマンスが向上することがあります。

1 番目の PCIe スロットの位置を特定するには、お使いのマザーボードのマニュアルを
参照してください。

3D クライアントがアクティブになっている
3D アプリケーション、ゲーム、あるいは DVD の映画などのビデオ再生が動作している
と、ATI CrossFireX を起動できません。

開いている 3D アプリケーション、ゲーム、ムービー プレイヤ アプリケーションをす
べて閉じてから、ATI CrossFireX を有効にしてください。

現在 ATI CrossFireX が利用できない
このエラーは、ATI CrossFireX がお使いのグラフィック ハードウェアを正しく検出しな
かった、あるいはソフトウェアに問題がある場合に発生します。

• グラフィックス カードが正しく差し込まれていることを確認してください。
• インターコネクト ケーブルが正しく接続されていることを確認してください。
• 動作中の 3D アプリケーションをすべて閉じます。
• ATI CrossFireX モードが ATI Catalyst Control Center のソフトウェア用に設定さ

れていることを確認してください。（ATI Radeon HD 5750/5770 は、ソフトウェ
ア モードの ATI CrossFireX テクノロジーのみ使用できます）

• ATI Catalyst Control Center とドライバを再インストールします。

画面回転が利用できないかあるいは作動しません。
ATI CrossFireX システムでは画面回転の機能は利用できません。

システム起動中のビデオ ディスプレイのちらつき
これは、正常な ATI CrossFireX の起動です。

カードの切り替え/移動後に ATI CrossFireX が無効になる
グラフィックス カードをマザーボード上の別のスロットに移動して、ATI CrossFireX の
構成を変更した場合、まず ATI CrossFireX を無効にして、ATI Catalyst Control Center
の出荷設定時に戻します。カードを切り替えたら、ATI CrossFireX を有効にします。こ
れにより、新しい構成がコンピュータによって検出されます。

HDTV/HDTV アダプタのトラブルシューティング

次のトラブルシューティング ヒントは、HDTV に関する問題を解決するために役立つヒ
ントです。

より詳しいトラブルシューティングの情報は、AMD Web サイトでご覧いただけま
す。 ati.amd.com にアクセスして、[Customer Care]を選択します。
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テレビ ディスプレイの色が正しくない
コンポーネント ビデオ アダプタと HDTV の間が正しく接続されていることをご確認く
ださい。

テレビに何も表示されない
Windows が起動するまで、テレビには何も表示されません。これには数分かかること
があります。

テレビが YPbPr 入力に設定されていることを確認してください。

HDTV コンポーネント ビデオ アダプタが適切に接続されていることを確認してくださ
い。

DVD が高品質モードで再生されない
アナログ接続を使ったディスプレイでは、CSS 保護された DVD の再生は特定のモード
のみに制限される場合があります。

デジタル接続のディスプレイでは、HDCP（high-bandwidth content protection）を有効
に設定していないと、一部の DVD プレーヤーでの再生が制限される場合があります。
アクティブな DisplayPort アダプタを使用して接続したディスプレイにもこの制限が適
用される場合があります。

全体的にディスプレイが見えにくい
コンポーネント入力デバイスがサポートしている場合は、720p モードを試してくださ
い。

ディスプレイが傾いている
HDTV の説明書を参照してください。

CRT ディスプレイが緑になっている
システムがコンポーネント出力モードになっています。CRT モニタのみを接続してコン
ピュータを再起動してください。

接続した TV/ モニターが有効に設定できない。
DisplayPort アダプタ、受動ドングル、またはアクティブ ドングルを使用して接続した
TV、および/またはモニターが有効に設定できない場合、http://www.amd.com/us/
products/desktop/graphics/ati-radeon-hd-5000/Pages/displayport-support.aspx でグ
ラフィックス カードで使用可能な接続オプションをチェックし、選択した構成がサポ
ートされていることを確認してください。

TV/ モニターの個別の接続をチェックする。

サポート センター
製品の詳しい使い方については、インストール CD に含まれている関連文書を参照して
ください。

サポート センターをご利用いただくには、 ati.amd.com/online/registration で製品を登
録してください。

製品のサポートが必要な場合は、次のテクニカル サポート*をご利用いただけます。
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サービ
ス

利用状況 言語 アクセス

オンラ
インま
たはメ
ール

24 時間常時 英語、
フラン
ス語、
スペイ
ン語

http://ati.amd.com/support/

or

Attention: Customer Care Advanced Micro
Devices, Inc.,

1 Commerce Valley Drive East,

Markham, Ontario,

Canada L3T 7X6

電話

米国お
よびカ
ナダ

月曜から木曜：午前 9:00 から午後 5:30

金曜：午前 9:00 から午後 3:00

注: AMD はサポートの時間を変更する権
利を有します。詳細に関しては、
ati.amd.com/support/terms/ を参照して
ください。

英語 1-877-284-1566（フリーダイアル）
または

または 1 1-905-882-2626（カナダ）

（カナダへの国際通話料金または中距離通話料
金が適用されます）。

グラフィック製品の AMD サポート センター は、皆様の問題を解消し、製品を立ち上
げ、正常に稼動するよう支援いたします。問題が解消されない場合は、弊社の技術スタ
ッフが、問題の原因が製品にあるのかどうか、また、製品が保証の下にあるかどうかを
特定します。

• AMD サポート センターでは、返金、返品、交換などは承っておりません。発生
している問題の解決が製品を使用し続けるかどうかの決定に重要な場合は、ご購
入になったショップが許可する返金、返品、交換期日を知り、その期間にあるか
どうかは、お客様の責任となります。

• AMD では、サポート センターのご利用に関する費用についての責任はありませ
ん。利用できるサポート オプションに関する費用の確認およびニーズと予算に合
った最適な方法を選択するのは、お客様の責任となります。

• AMD サポート センターは、登録していない製品および寿命に達した製品に対す
るサポート オプションを制限する権利を有します。

国際適合情報
この項では、販売されている地域に適応するように製造されたこの製品の世界的なコン
プライアンス情報を詳しく説明しています。

注意！
適合を認定する機関によって明確に承認されていない変更や改ざんを行った場合、
この機器を操作する権利が失われることがあります。
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FCC 適合情報

この製品は、FCC 規則パート 15 に適合しています。動作は、次の条件に当てはまるも
のとします。

• このデバイスは、害のある干渉を引き起こす場合があります。
• このデバイスは、好ましくない操作を引き起こす干渉を含め、受信した干渉を受

け入れます。

この装置は、住宅地の設置における有害な干渉に対して保護されるように設計するとい
う規制要件に基づいて試験が実施され、これに適合すると認定されています。 この機
器は、ラジオ周波数エネルギーを生成および使用し、放射する可能性があるため、製造
元の指示に従って設置および使用しなかった場合は、ラジオ通信に害のある干渉を引き
起こすことがあります。 ただし、特定の設置状態で干渉が発生しないことを保証する
ものではありません。 この機器がラジオまたはテレビ受信に害のある干渉を引き起こ
しているかどうかは、機器の電源をオン、オフに切り替えることで判断できます。この
状態が発生した場合は、次の対策を採り、干渉を修正することをお勧めします。

• 受信アンテナの方向を変える、または位置を変える。
• 機器と受信器間の距離を離す。
• 機器を、受信器が接続されている回路とは別の回路にあるコンセントに接続する。
• 代理店または経験のあるラジオ/テレビ技術者に相談する。

FCC 規則への適合を保証するには、モニタからグラフィックス カードの接続にシール
ドされたケーブルの使用が必要となります。 適合を認定する機関によって明確に承認
されていない変更や改ざんをこの機器に加えると、この機器を操作する権利が失われる
ことがあります。

FCC 15.107、および 15.109 に適合しています。

詳しい適合情報については、次の連絡先までお問い合わせください。
Advanced Micro Devices, Inc.
62 Forest Street.
Marlborough、MA 01752
USA、電話番号: 508-303-3900

カナダ産業省の適合宣言

このクラス B のデジタル機器は、カナダの ICES-003 に適合しています。

CE 適合情報

EMC 指令 2004/108/EC

CISPR 22:2008-09/EN 55022:2006—クラス B: 情報技術機器の電波障害特性の限界値
および測定方法

CISPR 24:1997/EN 55024:1998—情報技術機器—イミュニティ特性—限界値および測
定方法
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電気的安全性

ヨーロッパ: 低電圧指令—2006/95/EC

• EN 60950-1—情報技術機器の安全性

アメリカ / カナダ:

• UL 60950-1 (情報技術機器—安全性—パート 1: 一般要求事項)
• CSA C22.2 No. 60950-1 (情報技術機器—安全性—パート 1: 一般要求事項)

UL の安全性要件に適合させるため、コンピュータの最大室内温度は、40 度を超えては
なりません。

Waste Electrical and Electronic Equipment（WEEE：廃電気
電子機器棄物）指令準拠

本製品は、Advanced Micro Devices, Inc. により製造されています。

VCCI クラス B ITE 適合情報
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KCC 認定情報

「クラス B」機器（住宅用情報/通信機器）

この機器は住宅用として EMC に登録されているので、本製品は住宅地域を含むどの地
域でも使用できます。

BSMI 認定情報
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